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詳しくは市ホームページで紹介！

大きく育ったアスパラを収穫 3校対抗 長なわとび大会で交流

世界に誇る桜の名所を守るために

一流シェフが給食メニューを監修「夢を持つこと」の素晴らしさを学ぶ

漂流郵便局が米紙「T
ザ

he W
ワ シ ン ト ン

ashingtn P
ポ ス ト

ost」で紹介されました

なわとびの技術を磨こう
学生ならではのアイデアを

まちづくりに

友好都市・洞
と う や こ

爺湖町と農業振興交流

笠田小学校3年生が、地元農家の協力でアスパラガス
「さぬきのめざめ」の収穫体験を行いました。収穫したも
のは「春野菜のあんかけ」にして給食で提供されました。

上高瀬小学校・勝間小学校・下高瀬小学校による、長
なわとび大会が開催されました。3分間で何回跳べるか
を競い合い、下高瀬小学校が優勝しました。

昨年に引き続き、市観光交流局主催の「紫雲出山桜植
樹式」が開催され、山下市長や詫間中学校の生徒たちが、
2品種8本の桜を植樹しました。

食事への関心を高めてもらうため、銀座ろくさん亭の舘
た て の

野 雄
ゆ う じ

二シェフによる、給食の
献立作成が行われ、市内の幼稚園、小・中学校で提供されました。豊中中学校では、シェフ
からフライパンを使わない卵焼きの作り方を教えてもらいました。

日本サッカー協会による、こころのプロジェクト「夢の教室」が開催さ
れ、元プロアスリートが夢先生として市内の小学校3校を訪問し、夢に
向かって諦めずに努力することの大切さなどを伝えました。

2013年の瀬戸内国際芸術祭で、現代美術作家の久
く ぼ た

保田 沙
さ や

耶さんが手がけた「漂流郵便局」が、アメリカ最大級の日刊紙
「T

ザ
he W

ワ シ ン ト ン
ashingtn P

ポ ス ト
ost」に掲載されました。紙面では、実際に届いた「亡くなった家族や友人、自分の過去や未来に宛てた

手紙」が紹介されています。現在は、毎週土曜日午後1時〜4時に開館しています（不定休）。

仁尾小学校全校児童と仁尾こども園年長組が、日本
なわとびアカデミー講師の森

もりぐち
口 明

あきとし
利さんから、なわと

びの正しい跳び方などを学びました。

市と高瀬高校の連携事業「ミライ塾」の研究発表会が
行われ、1・2年生が高齢者福祉や観光などの研究結果を
発表しました。

洞爺湖町から青年農業者3人が三豊市を訪れ、市内農
家の視察をしたり、市長と意見交換をしたりなど、農業
振興に向けた交流が行われました。
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▲元サッカー日本代表の山
や ま だ
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▲「ハモのつみ
れと春野菜あ
んかけ」など


